
大学の理念からひもといて
成長した姿と過程を伝える

京都産業大学は、学生、卒業生の成長した姿を前面に出すという方針の下、大学案内を刷
新した。建学の理念に基づく人材育成こそが、自学の特色をアピールする最強のコンテン
ツと考えるからだ。高校生にとって、すぐには理解しにくい理念をわかりやすく伝えるという
課題にも、正面から挑んだ。

京都産業大学

事 例
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　京都産業大学は 2015 年の創立 50
周年に向けて、2014 年度版の大学案
内を大きく刷新した。従来は学部・学
科の教育内容の紹介を柱にしていたの
に対し、その前提となる全学の教育理
念をよりわかりやすく伝えることに力
を注いだ。キーワードは、建学の理念
として大学名に冠する「産業（むすび
わざ）」だ。
　入学センターの水野健児課長は「本
学が掲げる『産業』は、一般的な直訳
の“industry”で は な く、“innova-
tion”である」と説明する。創設者で
初代総長を務めた荒木俊馬は、異なる
要素を新しい発想で結びつけて新しい
価値を生み出すことを『産すび業』と
表現し、それを担う人材の育成をめざ
した。「教育機関である本学の『むす
びわざ』とは、イノベーションを起こ
すための人材育成」。教員をはじめ、
システムやサービス、施設などが結び
ついた教育によって社会を変革する人
材を育て、送り出すというわけだ。　
　この理念を伝えるため、大学案内で

は、教育のゴールイメージに近づく卒
業生、学生の「成長した姿」を前面に
出すことにした。そのうえで、成長の
プロセスとそこに設けたさまざまなし
くみを紹介。「まず結果、そしてプロ
セス」という展開を基本に据えた。

　2014 年度版の大学案内は、以下の
ように構成されている。
　目次では、「むすびわざ」と建学時
からの産官学連携、「融合知」「共創」
の理念について説明。これを全編の
リードにした。上賀茂の山並みを俯瞰
するキャンパスの写真に、「Keep 
Innovating.」というコミュニケー
ション・スローガンを配した。
　続く巻頭特集では、キャリア教育、
融合教育、学生支援、クラブ・サーク
ルなど、学びのしくみを一つずつ紹
介。まず、扉に学生や卒業生が登場
し、それぞれの学びのしくみによって
何ができるようになったかを語る。本
編では、例えば、キャリア教育につい
て、「キャリア形成支援科目」「PBL

型科目」「就業体験型の実践的科目」
という構成要素を詳しく解説する。
　学部・学科紹介でも「まず結果、そ
してプロセス」という展開を踏襲。各
学部の扉に卒業生が登場し、大学での
学びが仕事にどう生かされているかを
紹介する。次ページでは学部の特徴を
紹介。本編では、最初に4年間のカリ
キュラムを掲載し、ここでも学生が自
らの経験を通して学びのプロセスを見
せている。そして、教育内容をより詳
しく説明するページへと続く。
　巻頭特集、学部・学科紹介とも、各
コーナーの扉には「幸せを、むすぶ」
「社会を、むすぶ」など、「むすびわ
ざ」につながるキャッチコピーを置い
た。4年間のカリキュラムについて
は、学生が自分の将来と重ねながら、
自らの言葉と実体験を通して学年ごと
のポイントを説明している。他の部分
でも文章による説明を増やし、「読む
大学案内」へとシフトした。

　

　大学案内の刷新へと背中を押したの
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は、高校生対象のイメージ調査の結果
だった。2010 年に実施した調査で、
京都産業大学は競合大学に比べて曖昧
なイメージしか持たれていないことが
わかった。その後の高校生のグループ
インタビューでは、理系の大学だと誤
解している生徒が一定程度いることも
判明。大学名に込めた「産業」の意味
が伝わっていないと分析した。
　この結果は特に、入試広報担当者に
とって衝撃的だった。「高校生のニー
ズを捉えきれず、大学の特色を伝える
必要性の認識が不足していた。どうす
れば伝えられるのかと、真剣に考え
た」と振り返る。
　創立50 周年を前に、京都産業大学
とはどのような大学なのか、いま一
度、真正面から説明するために検討を
重ねた。しかし、それまでほとんど広
報していなかった「むすびわざ」を前
面に出すことには、異論が出たとい
う。高校生には難しくて理解してもら
えないというのが主な理由だ。
　それに対し、水野課長らは「難しい
からといって伝えるのをあきらめるの
ではなく、わかるように伝える努力を
すべき」と考えた。「高校生は教育の

中身よりもイメージを重視する」とい
う思い込みから、写真メーンで楽しい
キャンパスライフを訴求してきた従来
の手法も問い直した。
　果たして、今回の大学案内を高校生
はどう受け止めるのか。企画段階の
2012年 11月、高校生のグループイン
タビューで仕上がり見本を見てもらっ
たところ、手応えは予想以上だったと
いう。複数の生徒が、「『むすびわざ』
は初めて聞いたけれど、新しい挑戦、
何かやれそうという印象を持った」な
ど、肯定的なコメントをしたのだ。

　新しい大学案内に登場する学生、卒
業生は、教育成果を体現しつつ、「こ
れからも学び続けたい」とコメントす
る。大学入学や就職は人生の通過点に
過ぎず、学び続ける姿勢こそが大事だ
という京都産業大学のメッセージを高
校生に向けて代弁している。「結果的
に本学を選んでもらえなくても、学ぶ
ことの意味を自身で問い続けてほしい
という教育機関としての思いを届けた

い」と水野課長。
　大学案内のお披露目となるのは、5
月下旬にスタートした他大学との合同
入試説明会だ。「自信作」に対する高
校生の反応に、入学センターは期待を
高めている。
　次年度のリニューアルに向けた検討
も始まった。創立50 周年をにらんだ
学生募集の目標は、より学力上位層の
高校生に出願、入学を促すことだ。そ
のために、「大学の特色とメッセージ
を広くわかりやすく」という路線を維
持しながらも、より洗練されたアカデ
ミックな大学案内へと進化させたいと
いう。
　大学案内の廃止や部数縮小に踏み切
る大学が現れる中、同大学は今後も
「大学の顔」として大学案内を作製し、
高校生に届ける考えだ。公式ウェブサ
イトなど、デジタルメディアとの効果
的な連携を模索し、高校生が求める情
報と大学が届けたい情報との調和を図
るという。限りある予算とマンパワー
でそれを実現するためには、いかにし
て高校生と保護者、高校教員の声を集
め、分析すべきか。それが今後の課題
だという。
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成長を見せたうえで
プロセスとしくみを紹介

「むすびわざ」につながる
各コーナーのキャッチ

学び続ける姿勢を
促すメッセージ

【扉】卒業生が、大学での学びが仕事にどう役立っているかを説明 【本編】在学生が、4年間のプロセス、カリキュラムの特色を紹介

【学部・学科紹介ページの構成（経済学部）】

　2013 6-7月号 2013 6 -7月号

「難解でもわかりやすく
伝える努力をすべき」

む わざ

特別企画「教育力をどう伝えるか」から発想する大学案内の見直しを


